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名ooかくか oかゆ ヰンくせノヰ 砂 場○くせン○酔* <軒 ･和○幹や ヰノヰ○軒｢アセアン+日中韓｣がコアにな

って『アジア経済圏‥AsianEconomiccommunity(AEc)』を形成Lt経済発展志向の共同体として'欧州経済圏(拡大EU)､米州経済圏(PTAA)とならぶ三極世界経済の対等な1柾に成長することを目指すべきである｡そうしなければ束アジアは米国の勢力圏に呑みこまれるおそれが大きい｡日本は'日米協調(これは重粟だが)1辺例でな-､束アジアと共に生き発展するという｢人並重言とを発すべきであるD昨年十二月の｢東南アジア友好協

力条約(T

AC)｣への中国･インドに次いでの加盟と｢東京宣言｣はこれであった｡日本の1九六〇年代の雁行型経済発展がtNIEsIAsEANl中国へと雁行型伝播に成功し､束アジア経済は-ラクルとも告われる好裾坑発展を鋼歌した｡だが､このキャッチアップに成功すればする程'日本と東アジア諸国､さらには後者の相互間で､産業･貿易構造の同質化が進行Lt貿易摩擦､成長停滞という相魁的矛盾が表面化しっつある｡この地政経済同質化の矛盾を克服し､日本

を含むアジア経済

の活性化･再躍進の方途を溝ずべきである｡その妙薬がないものであろうか｡日本は'｢一九六CIヒC)年所柑倍増計画｣を跳用台として総花的並化学L莱輸出化に成功した｡これは年七二訂

ル成長というガイドポスト｢指針)を与えるこ

とにより､企基が安心して投資活動を拡大できるように仕向けたからである｡日本の所得倍増計細にならって来アジア経済全体の二〇年展望を作成すべLというのかここでの提案である｡事実'中国は､二〇年聞で所待を倍々増するとの韮本路線を打出した｡べトナム.:.]:..: .'[3.i:.:::摘 '';.:. trI .7..I:f '･.iL･: i:I. ･1:･日:.:i.'].I.'5.(.:I.:野..I.. .･= ..･川鱒 t1 ... I.: .･
げ:I.. .7 .-::(.(. I......I:I. I.- .:..東アジア圏の110

年彼のGDPは1七･六兆ドル(うち日本九･五

兆ドル､中国凶⊥ハ兆ドル)と'米'欧の経済圏を上則る巨大なものになる｡アジア圏全体
の､食料安全保障計画､エネルギー需給計画､基礎中間財(鉄鋼､化学とそ甥原料資源)'大規模開発'インフラ計画なども建てられ'日本とアジア諸国企業にとって膨大な投資チャンスが浮かび上がる｡もう一つ'農産物や繊維品について'高級品は日本で､低廉品はアジアで特化生産する'また電気機械'自動車などの部品対製品生産のネッ-ワークを作るといった｢協調分業と産業内貿易｣を推進する分野が無数に発見される｡これが同質化矛盾克服の'また日中共存洪栄

の妙薬であり､緊急に必要とされている日本経済の括性化
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